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概念図 

県立病院の独法化 
                  ↑ 
県立病院           行政(埼玉県)             患者 
医師の給与UP       経営効率化で県負担軽減       サービス向上 
医師の兼業可能        僻地への医師の派遣         医師の充実 
医師(含む研修医)確保の向上  埼玉県全体の医療を底上げ                      
優れた医師の雇用が可能 
 
 

特性要因図 

患者                     行政(埼玉県) 
サービス向上     僻地への医師の派遣 

             医師不足解消の一助 
医師の充実       経営効率化により県負担減 

                   県の事務処理負担軽減 
                             埼玉県全体の医療を底上げ 

---------------------------------------------------------------------------------------独法化 
         給与のUP 

         医師の兼業可能 
     留学や学会参加などキャリアアップ可能  

医師確保(含む研修医)の向上 
 医師増により負担経験 

                      県立病院 
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参考 

概念図(埼玉の医師不足について１学期のレポートで作成したもの) 

 

            埼玉県の医師不足 

                ↑ 
制度           待遇          環境 

「新医師研修制度」   「医療過疎地は 3K」      「人口増加著しい」 
「医局制度の限界」⇒  「報酬が特別高くない」 ⇔  「医学部が 1校しかない」 
                           「有名病院がない」 
                            
 
 

特性要因図 
 

制度                     環境 
新医師研修制度       都内病院への憧れ  
医局制度の限界      優れた指導医の不足 

                キャリアアップができない 
            差別化された研修医プログラムがない 

-------------------------------------------------------------------------------------医師不足 
医師不足の相乗効果で     生活環境の充実を求める 
キツイ職場         医学部が 1大学しかない 

特別に給与が高くない        
魅力ある女医待遇がない      医学部新設も頓挫 
  

待遇                立地 
 



「埼玉県立病院の地方独立行政法人化」 
髙木 功介 

 
埼玉県の医師数 
 

 

・医師数は全国 8位で、増加率は全国一位だが、それを上回るスピードで人口・患者数が増
加している。 
 
 

 


